2012道本部総合政策局発第0343号
2012年６月５日
　　地本・単組・総支部委員長　様
　　現業公企評議会議長　様
　　衛生医療評議会議長　様
　　社会福祉評議会議長　様
自治労北海道本部
執行委員長　山　上　　潔
（労働安全衛生・職業病対策委員会）
2012年度「自治労安全衛生月間」の取り組み
および2012年度道本部労働安全衛生講座の開催について
　日ごろの取り組みに、敬意を表します。
　自治労は、毎年７月を「安全衛生月間」と位置づけ、快適な職場環境と労働安全衛生を確立するための取り組みを進めています。道本部としては「道本部第116回中央委員会」（6月1日）において、「当面の闘争方針」で確認いただいたとおり、道本部・地本・単組と連携をもとにネットワークの構築や職場巡視などを取り組むこととしています。
　各単組については、①月間中の労働安全衛生委員会（衛生委員会）の開催、②職場点検の実施、③メンタルヘルス対策の強化など、下記の各項目を参考にし、各単組の取り組の経過と現状を踏まえながら、さらに取り組みを強化されますようにお願いします。
　なお、「自治労安全衛生月間」の啓発用機材としてポテッカーと「職場点検活動のてびき」を送付しますのでご活用ください。
　また、下記の日程で「2011年度道本部労働安全衛生講座」を開催します。今回は、労働安全衛生の取り組みについて基本に立ち返り、初心者が理解を深めることができる内容とします。多発するメンタルヘルスの防止にあたり一人ひとりが職場で討議を進められるよう参加型の内容とし、また模擬安全衛生委員会への参加で認識と理解を深め、職場に持ち帰り活用できるよう、担当者に限らず幅広い組合員の積極的な参加を要請します。
記
１．2012年度自治労安全衛生月間スローガン

　　【安全】：「もう安全？」まだ改善余地は潜んでいる

【衛生】：たったひとりの自分　無理をしないで健康第一

２．単組の取り組み基本目標

① 安全衛生委員会が未設置の事業場は安全衛生委員会を設置する。また、設置義務のないところについては、衛生委員会あるいはそれに準じる協議会または懇談会を設置し、職場単位の安全衛生活動を推進する。
② 安全衛生委員会が設置済みの単組は、７月中に委員会を開催し、全職場の点検・巡回を実施する。
　　 また、可能であれば、

③ 安全衛生委員会の年間計画を作成する。
④ 全職場の点検・巡回を定期的に実施する。
⑤ メンタルへルスの相談体制や職場復帰体制の改善策を実施する。
職場点検・巡回は、具体的には、2012年度版「職場点検活動のてびき」を参考にして下さい。基本的に安全衛生委員会（労使委員）で行います。委員会を設置していない場合は、単組が実施しますが、あくまでも業務として実施することを前提に事前に協議します。職場点検・巡回の際は、できる限り各職場にあった「職場点検チェックリスト」を用いて点検しますが、無い場合は、自治労作成のものを使用します。全組合員が点検作業や討論など、なんらかの形で参加します。そのため、各人にチェックリストをコピー・配布して記入してもらうことを検討します。（点検様式は別紙）
また、インターネットやＰＣの普及で、膨大な情報が瞬時に入手できるようになったため、業務量および時間外労働の増加は深刻です。職場の時間外労働の実態を調査し、長時間労働や過労・ストレスの訴えがある職場の点検を行い、安全衛生委員会において仕事量・仕事編成・仕事内容の改善について協議します。

２．単組の取り組み重点目標
　　さらに、目標を設定し取り組める事業場は、以下の項目について重点的に実施します。
① 仕事や職場を原因とする心の病の発症をなくすために、業務量やチームワークなど仕事や職場の改善について話し合い、働きやすい職場づくりに向けて取り組む。
② 委託職場において委託元と委託業者で構成する安全衛生協議体制を確立する。

③ 安全衛生委員会への女性委員の拡充をはかるなど男女がともに担う安全衛生活動を推進する。

④ ワーク・ライフ・バランスの実現のため、時間外労働の実態調査および労働時間の縮減をはかる。

⑤ 臨時・非常勤、公共民間労働者ほか、すべての労働者の安全衛生を確保する。

⑥ 職場におけるパワー・ハラスメント、セクシャル・ハラスメントや、クライアントを含む職場の暴力などによるメンタルヘルス対策に取り組み、相談体制の充実、長期休暇後の職場復帰体制を確立する。

⑦ アスベストのばく露防止対策を確実し、従事者および従事歴者の健康対策を講じる。

⑧ 作業従事者の参加により、転落事故の防止など危険な作業について作業マニュアルを作成し遵守する。
３．取り組み集約について

「自治労安全衛生月間」における「単組取り組み報告表」については、実施・未実施に関わらず、すべての単組・総支部での提出をお願いします。また、「職場改善事例報告」についても積極的な報告をお願いします。
提出期限は、８月２０日（月）までにFAXまたはメールでお送りください。

　　「取り組み報告様式」、「職場改善事例報告」、については別紙の様式にしたがい必要枚数をコピーのうえ、報告をお願いします。「重大事故報告書」、「各職種の職場点検表」も同様に活用ください。また、これらの書式についてはワード・エクセル書式としてメールでの送付も可能ですので、必要であればご連絡ください。
　　　　メール　　nakanowatari@jichiro-hokkaido.gr.jp
　　　ＦＡＸ　　　　０１１－７００－２０５３
４．2011年度道本部労働安全衛生講座の開催について

（1）と　き　2012年７月７日（土）13：30～17：00
（2）ところ　札幌市・青年会館４階ホール　札幌市北区北6条西6丁目3-1
（自治労会館の正面向かい）
（3）内　容

　  13：30  開会
主催者あいさつ　　　　　　　　　　　　藤盛対策委員長

 13：45　道本部提起　　　　　 　　　　　　　 　中野渡事務局長
　  14：00　基調講演　「自治体職場をとりまくメンタルヘルス問題の防止にむけた

職場の取り組みについて（仮）」

　　　　　　講師：上野満雄 自治労中央本部 顧問医師　
　　15：20　質疑
　　15：30　休憩

　　15：40　グループ討論

　　　　　　模擬安全衛生委員会の開催

　　16：30　グループ発表

　　16：50　まとめ

　　17：00　終了
　
（4）グループ討議 　模擬安全衛生委員会の開催の趣旨について
１）職場点検結果について、２）公務災害発生における再発防止対策について、などのあらかじめ指定されたテーマに沿い、労働側・使用者側に分かれて安全衛生委員会を想定した議論を深め、入門者については委員会のしくみや課題解決にむけた議論課程について学び、経験者はより実践的な問題解決が可能となるよう、議論の進め方を学びます。この経験を単組に持ち帰り、職場で討議された課題を積極的に安全衛生委員会に持ち上げて協議をはかるしくみを全体化し、安全衛生活動の活性化につなげます。
　
（5）参加申し込みについて
別紙参加申し込みに記入し６月28日（月）までに道本部ＦＡＸもしくはメールでお申し込みください。
５．その他

　　不明な点については、道本部組織部（中野渡）までご連絡ください。
以　上
2012年度 道本部労働安全衛生講座 参加申込書
道本部組織部（中野渡）
ＦＡＸ　０１１－７００－２０５３　
メール　nakanowatari@jichiro-hokkaido.gr.jp　
　　　　　　締切日　６月28日（月）
単組名　　　　　　　　　　　　担当者名
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